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令和５年度 田辺市人権教育啓発推進懇話会 会議録 

 

開 催 日 時 令和５年８月 30日（水） 午後１時 30分～午後３時 15分 

開 催 場 所 田辺市文化交流センター たなべる ２階大会議室 

内 容 1開会あいさつ 

2委員の紹介 

3懇話会の趣旨について 

4議事 

（１）田辺市人権施策推進計画に係る令和４年度推進状況報告（案）について 

5委員研修「認知症サポーター研修」 

6その他 

7閉会あいさつ 

出 席 委 員 宮井委員、大平委員、磯田委員、倉谷委員、𠮷田委員、多屋委員、加藤委員、阿波委員、

松場委員、木村委員、熊代委員、宮田委員、橋本委員、有本委員、宍塚委員、室谷委員、

白川委員、安井委員、植委員、久保委員、髙橋委員、須本委員、大野委員、小池委員、 

湯川委員、畑谷委員、安達委員、石垣委員、朝井委員 

計 22 名 

欠 席 委 員 倉谷委員、𠮷田委員、多屋委員、橋本委員、植委員、坂井委員、大野委員、湯川委員 

計 ８ 名 

事 務 局 人権推進課 堀口課長、宮本主査、西中事務員 

傍 聴 ０人 

 

（事務局 人権推進課） 

只今から、令和５年度、田辺市人権教育啓発推進懇話会を開催いたします。 

本懇話会は一般公開となっており、後日、田辺市のホームページにも掲載されます。その

際には、委員名簿も掲載させていただきますのでご了承いただけますようお願いします。 

また、事務局記録用として、会議中の写真を数枚撮影させていただくことを併せてご了承

ください。 

それでは、開会にあたり、室谷会長からご挨拶を申し上げます。 

 

１ 開会あいさつ 

（会長） 

皆さんこんにちは。本日は、どうぞよろしくお願いします。新聞報道等では、かなり独裁

的な経営者による人権侵害について毎日載っております。こういう企業がぽつぽつ出てくる

ということに、危機感を感じてしまいます。しかし、悪い話ばかりではなく、昨日（８月 30

日）の紀伊民報に出ておりました、岸本知事が「幸福追求権を尊重します」ということで、「障
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害者差別解消条例（仮称）」制定、「パートナーシップ宣誓制度」創設、「部落差別解消条例」

一部改正の人権３施策を進める方針を発表されました。その骨子案が 9月 1日から公開され、

意見を募集されるということで、楽しみにし、皆さまにおかれましても意見を積極的に提出

していきましょう。今日は、忌憚のない意見を積極的にお願いします。ありがとうございま

した。 

 

２ 委員の紹介 

（事務局 人権推進課） 

会議時間短縮のため、新任委員のみ紹介。 

 

３ 懇話会の趣旨について 

（事務局 人権推進課）  

はじめに懇話会の趣旨についてご説明をさせていただきます。 

当懇話会は、本市における人権教育及び人権啓発の推進を図るため、平成１７年５月１日

に設置されたものです。 

設置要綱第２条には、「人権教育及び人権啓発の推進に関する基本的な方向や施策のあり方

について必要な事項を審議し、その結果を市長に報告する」と定めています。 

平成３０年度には、「田辺市人権施策基本方針（改定版）」の策定にあたり、意見聴取を行

ったり、令和２年度には「田辺市人権尊重のまちづくり条例」の制定にあたり、様々なご意

見やご提言を頂戴しました。 

また、『田辺市人権施策推進計画』にかかる各課の取組状況についても審議し、その結果を

市長へ報告をするなど、人権施策の効果的な推進に努めています。 

昨今、社会情勢の変化に伴い、人権に関する問題はより複雑化、多様化しており、その対

応が求められていますが、委員の皆様方からの様々な視点によるご意見やご提案につきまし

ては、今後も、田辺市が人権尊重のまちづくりを進めていくため、大変貴重なものですので、

どうぞ忌憚のないご意見を賜りますようお願いします。 

懇話会の趣旨につきましては以上です。 

 

４ 議 事  

（１）田辺市人権施策推進計画に係る令和４年度推進状況報告書（案）について 

（議長） 

議題（１）「田辺市人権施策推進計画に係る令和４年度の推進状況報告（案）について、事

務局から説明をお願いします。 

 

（事務局 人権推進課） 

それでは、令和４年度推進状況報告書（案）について、ご説明させていただきます。 

事前に皆様に令和４年度推進状況報告（案）を送付させていただき、お読みいただいたうえ

で、皆様からご意見、ご提言等をいただいております。 

いただいたご意見、ご提言につきましては、担当課へ返させていただきまして、担当課と確

認しながら、回答が必要なご意見などを、「資料２」にまとめさせていただいております。 
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会議時間の都合上、全てを紹介することはできませんので、抜粋してご説明させていただき

ますのでご容赦いただけますようお願いします。 

では資料２をご覧ください。  

推進状況報告書の２ページを参照 

・「和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会への参画」のご意見・回答について説明 

（資料２の１ページ【１】参照） 

 

推進状況報告書の５～８ページを参照 

・「各課共通の人権の視点に立った取組」のご意見・回答について説明 

（資料２の 1ページ【３】参照） 

 

推進状況報告書の 11ページを参照 

・「企業・各種団体での人権啓発」のご意見・回答について説明（資料２の２ページ【６】参照） 

 

推進状況報告書の 14ページを参照 

・「公民館 地域別人権学習会」のご意見・回答について説明（資料２の３ページ【10】参照） 

 

推進状況報告書の 20ページを参照 

・「審議会等委員への女性参画促進」のご意見・回答について説明（資料２の４ページ【14】参照） 

 

推進状況報告書の 28ページを参照 

・「建築物の設計、改修等」のご意見・回答について説明（資料２の５ページ【18】参照） 

 

推進状況報告書の 35ページを参照 

・「障害者虐待防止センターの設置」のご意見・回答について説明（資料２の６ページ【20】参照） 

 

推進状況報告書の 39ページを参照 

・「インターネット等による差別表現対応」のご意見・回答について説明 

（資料２の６ページ【22】参照） 

 

推進状況報告書の 41ページを参照 

・「各種講座・講演会等の啓発活動」のご意見・回答について説明（資料２の７ページ【23】参照） 

 

以上、いただいたご意見で主なものについてご説明させていただきました。 

事務局からの説明を終わります。 

 

（議長） 

ありがとうございました。 

令和４年度推進状況報告について、何かご意見、ご提言等、ございませんか。 

どうぞ忌憚のない意見お待ちしております。 
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（A委員） 

 報告書（案）の４ページ「広報田辺の活用」の事業実施状況についてです。「令和４年 12

月号で、推進企画員（アンガーマネジメント講座）について」とありますが、あまり聞きな

れない用語には、かっこ書き等で意味をつけ足したほうがいいのではないでしょうか。気を

配っていただければと思います。 

 

（事務局 人権推進課） 

 貴重なご意見ありがとうございます。一般的にカタカナ文字を使用するときは、非常に気

を配っていたつもりでしたが、ご指摘のとおり聞きなれない言葉につきましては、今一度気

を配っていきたいと思います。 

 

（B委員） 

 人権擁護委員の Bと申します。田辺部会から参加させていただいておりますが立場的には、

田辺協議会の会長もさせていただいております。「和歌山県人権啓発活動ネットワーク協議会

への参画」ということで、法務局のリーダーシップが望まれるということで、回答いただい

ておりますが、少しだけネットワーク協議会についてお話させていただきます。主な事業と

して、人権啓発ポスター、小学生人権の花運動、写真コンテスト、ふれあい人権フェスタ、

人権ユニバーサル事業、人権の集いをしております。ネットワーク協議会が互いの地域の連

携を図るために情報交換ということで会議を行っております。しかし現状として、会議自体

は（公財）和歌山県人権啓発センターが主体となって企画・運営を行っております。法務局

が事務局ということで担当はしているのですが、正直、法務局が企画・提案等をしている現

状ではございません。したがって、法務局がリーダーシップを取りづらい形となっておりま

す。ご指摘いただきましたように、法務局のリーダーシップというのではなく、田辺協議会

として今の会議の在り方、内容等をこちらから積極的に協議をしていく必要があると会長と

して考えております。今後も、引き続き人権推進課、他の地域と連携を図り、情報共有等を

行い、よりよい田辺協議会を作って参りたいと思います。皆様からもご意見等ございました

ら、どんどんいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（事務局 人権推進課） 

 貴重なご意見ありがとうございます。紀南地方というのは、人権擁護に対して非常に熱心

な地域でございます。その分、地域密着とはいいがたい法務局のリーダーシップに対して、

歯がゆいと思われている方も多くいらっしゃるのではないかと思います。今、B委員さんがお

っしゃられたように、今後も、よりよい組織づくりをされることを期待しておりますので、

引き続きどうぞよろしくお願いします。 

 

（議長） 

特になければ、以上で本日の議事は全て終了しましたので、議長の任務を終わらせていた

だきます。ご協力ありがとうございました。 
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（事務局 人権推進課） 

本懇話会の結果については、人権施策推進本部に報告させていただきます。 

また、いただいたご意見につきましては、ＰＤＣＡサイクル（計画・実行・分析評価・改

善）に基づき、施策に反映するとともに、各部署が実効性のある人権施策の推進に努めてま

いります。みなさま貴重なご意見ありがとうございました。 

 

５ 委員研修  

やすらぎ対策課 地域包括支援センターの瀨戸社会福祉士と植田保健師から、「認知症サポー

ター研修」をしていただく。 

 

６ その他  

（事務局 人権推進課）  

瀨戸さん、植田さん本当にありがとうございました。認知症の方の行動や心理症状につい

ては、本人なりの理由があり、その方の自尊心を傷つけないため、正しく知ることの大切さ

を改めて学ぶことができました。 

また、今年度の懇話会を終えて、一言お礼を申し上げます。 

本日は、大変お忙しい中、皆様にはお集まりいただきまして誠にありがとうございました。

委員の皆様方からいただきました、貴重なご意見やご提言につきましては、今後、十分検討

して参る所存でございます。 

今後も「一人ひとりが大切にされ、幸せを実感できるまちづくり」に向けて、全力で取り

組んでまいりますので、変わらぬお力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

７ 閉会あいさつ 

（副会長） 

貴重な研修の機会、そして協議の機会ですが、委員の皆様には本当にありがとうございます。

そして、瀨戸様、植田様本当にありがとうございます。私も FMたなべをよく聞くのですが、

やすらぎ対策課の方の様々なニュースが流れているのを存じております。ありがとうござい

ます。 

 

 


